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第１章 景観計画の策定にあたって 

１－１ 景観計画策定の背景 

リニア中央新幹線や中央自動車道座光寺スマートインター開設など高速交通網の整備が進ん

でおり、高森町にも多様な効果が期待されています。 

「第6次振興総合計画（まちづくりプラン）」や「日本一のしあわせタウン総合戦略」「高森町

土地利用計画」の策定時においても、「高森町の眺望、町なみ、風景など町の景観をどのように

守るのか」と景観まちづくりの必要性が指摘されてきました。  

これらを踏まえ、景観も町の財産ととらえ、住民の皆さんと景観まちづくりに取り組むため、

景観法に基づく高森町景観計画を策定しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※景観行政団体：景観法に基づき良好な景観形成のための景観施策を実施する自治体のこと。 

政令指定都市、中核市、都道府県と協議した市町村、その他の区域にあっては都道府県を

いいます。景観行政団体になると景観法第 8 条に基づく「景観計画」を策定することがで

きます。 

2027年（平成39年） リニア中央新幹線開通予定 

2021年（平成33年） 中央自動車道座光寺スマートインター開通予定 

景観行政団体※に移行して、高森町独自の景観まちづくりを行います 

■高森町の自然豊かな農村風景、歴史・文化的資源と調和した町並みを守る。 

・白地地域の無秩序な開発を防止。 

・町内で行われる土地利用や開発が、周囲の風景・町並みと調和するように誘導。 

■第６次振興総合計画 
2015(平成27)年度から2021(平成33)年度まで

の7年間のまちづくりプランです。  

町が大きな変革期を迎えると想定されるなか、

人口問題、生活環境、産業振興等の課題に対し、

未来につなげるまちづくりに取り組んでいます。 

このなかで「景観も町の財産と捉え景観まちづ

くり」に取り組むと位置づけています。 

■土地利用計画 
2016年(平成28年)3月、高森町土地利用計画

を策定しました。 

土地利用計画を検討する過程で、高森町の眺

望、町並み、風景などの景観をどのように守る

かと景観まちづくりの必要性が指摘されてき

ました。  
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１－２ 高森町における景観まちづくりの必要性 

本町が取り組んでいる、住みやすい町、地域に根ざし成長できる産業等の取り組みの他、“景

観”も土地利用や経済活動と密接な関係にあり、良好な景観の保全・育成に取り組むことがま

ちづくりにおいても重要な要素の一つと考えます。    

このため、景観まちづくりを他の取り組みと一体的に取り組むことを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高森町の景観まちづくりが目指すこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「土地利用と景観の保全・育成」の背景  

高速交通網の整備、人口減少、少子高齢化に対応する適正な土地利用コントロールとまちの魅力づくり 

○この町に住みたい、住み続けたいと思える居住環境づくり 

周囲にお店がある、交通の便が良いなど生活に便利なだけでなく、自然や眺望に優れた町の景観も

住みやすい条件の一つです。景観まちづくりを通じて、移住・定住希望者に選ばれる町、従来から住

んでいる町の皆さんも住み続けたいと思える魅力をつくります。  

○魅力と活力ある産業の振興 

 農業や観光等の産業にて、「景観」を経済価値として活用します。 

 農業支援を通じた田園景観の保全、商店街の魅力再生と活性化、働きやすい環境をつくります。 

○人・モノを惹きつける魅力づくり 

リニア中央新幹線、中央自動車道座光寺スマートインター開設など高速交通の利便性向上により、

人・モノの交流が広域で盛んになると予想され、その整備効果を活かして町へ惹きつける魅力をつく

ります。併せて里山や段丘林、河川などの自然、生態系を守り、活かしながら次代へ残します。 

《町の現状、背景》 

○リニア中央新幹線、座光寺スマートインターチェンジ整備 

○計画的な土地利用コントロールの不足 

○飯田市に隣接する利便性から移住・定住が増加 

○急速な増加予想の高齢化、空き家増加 

○農家の高齢化、担い手不足等 

○山林や段丘林、河川等の豊かな自然  

○地形の高低差が生み出す眺望景観 

○景観形成住民協定による取り組み 

○自治組織や消防団の加入者減 

《景観まちづくりの課題》 

→高速交通網を利用した地域交流 

→宅地、産業地、太陽光発電施設等の適正配置 

→住みやすい住宅環境の構築（魅力） 

→居住環境の魅力低下 

→遊休農地の増加（景観上の阻害） 

→癒しを与える要素 

→高森町の景観的特長（眺望景観） 

→歴史的建造物、文化財等の維持・保全 

→地域の祭事など伝統文化の継承不安 

《町の景観に関する住民の意識（アンケート結果から）》 

□町の発展、活性化のための農地活用は許容、優良農地の保全のためには、農業支援が不可欠 

□遊休農地の適正な誘導（オーナー制度、市民農園、計画的な再生と転用）  

□町の自然、眺望、歴史・文化的資源と調和した住宅地の形成    

□空き家の対応、道路・河川、竹林等の管理（手入れ）  

□太陽光発電施設等の設置規制・ルールの必要性  

□上段横断道路からの眺望景観の保全、沿道の緑化、花壇の設置、及び管理（除草）  

□伊那南部広域農道(フルーツライン)沿線の利活用（交流軸としてにぎわいの創出） 

□広域農道沿線から見える周囲の山並み、段丘林等への眺望を生かせる建物の配置  

□国道153号沿線の景観づくり、建物の大きさや看板のデザイン、色などのルール化  

□国道153号沿線の緑化（花壇、植栽）と維持管理（除草、樹木の剪定）  

□昔からの住民と新たな住民との「価値観の共有や協調・相互理解」  

□住民と行政の協働による景観まちづくりが望まれる  
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１－３ 景観育成のための役割分担 

良好な景観の保全・育成を進めるためには、行政が行うのではなく、住民や地域・事業者・

行政が共通の認識を持ってお互いの役割と関わりを理解し、信頼関係のもとに「協働」の精神

で取組むことが不可欠です。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民・地域 

○最も身近なところで景観まちづくりを進める主体であり、町や地域に誇りを

もち、楽しみながら進めるとともに、適切に維持・管理・活用に努めます。 

○地域の個性を活かした特徴的な景観まちづくりを進めます。 

○景観形成などに関する様々な活動に参加し、意識の高揚や知識の向上に努め

ます。   

事業者等 

○地域の事業者は、様々な事業活動を通じて地域の賑わいや活力を創造する主

体であり、地域活動への参加や協力など地域組織の一員として取り組みます。 

○特に大きな事業所は、それ自体が景観的ランドマークと成り得ることから、

緑化・修景や建物の配置を工夫するなど景観への配慮に努めます。 

○設計やデザインを行う事業者においては、景観形成に関する方針や基準を遵

守するとともに、住民や他の事業者に対する見本となるよう努めます。 

行 政 

○高森町の景観まちづくりを主導していく立場であり、高森町の個性を把握し、

住民や地域、事業者などの意見を反映しながら、景観の保全・育成のための

施策や事業を維続的に展開していきます。  

○景観まちづくりの目標や方針、基準などを明確に定め、町内外に周知する場

や機会を設けながら、景観に関する住民意識の高揚を図ります。  

○住民や地域、事業者等が景観まちづくりに対して発言・提案できる場や機会、

一緒になって考えることのできる体制を整えるとともに、庁内の横断的連携

による体制づくりに努め、高森らしい景観まちづくりに向けて総合的に取り

組みます。  

 

住住民民・・地地域域  
 

景観まちづくりへの意識醸成、 

知識向上による積極的参加 

事事業業者者等等  
 

事業活動を通じて、知識・技術を

活かしながら景観まちづくりに

積極的参加 

  行行  政政    
 

景観まちづくりに関する総合的

な支援や情報提供、必要な支援施

策を実施 


